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図3・定期予防保全間隔丁（＝LO）が一定で，乱れαが変動する場合
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図4．定期予防保全間隔丁（〒0。5）が一定で，乱れαが変動する場合
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図5淀期予防保全間隔丁が異なり，乱れα（一〇・1）が一定の場合
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図6。定期予防保全間隔丁が異なり，乱れα（ニ0．2）が一定の場合
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6　あとがき
　本研究では，定期予防保全間隔に乱れが存在する場合，それのハ4TβFに与
える影響についてワイブル分布の場合について理論的に考察した．この結果
から，全体として定期保全丁の変動の方がルfTβFに大きな影響を与えること
が明確になった．’こうして，出来るだけ保全間隔が平均して一定となるように
保全を実施することが重要であることを示した．さらに，このような傾向が現
実の保全データにも見られるという事例もあり，今後さらに検討したい．特
に，本研究で取り扱ったモデルより，さらに一般的にするため定期保全の乱れ
を正規分布で表し，これによる解析も重要と考えている．しかし，この場合は
本研究で述べた解析的手法は使用出来ないため，数値解析的手法に依存して
解を求めるのがよいと思われる．これらの結果についても，機会があれば発表
していきたい．
　最後に本論文のため指導して頂いた堀籠教夫教授をはじめ，研究室の多く
の方々に対し御礼申し上げます．
辱　レ　，
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